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 要 旨   
 20〜30 代パネリスト 66 名について、4〜5 名ずつのグループで約 70 分のインタビュー

を行い、ワインの飲酒スタイルの調査を行った。夕食時、自宅や外食時に友達や家族とス

ナックや洋食とともにワインを飲むことがわかった。ワイン購入時、もっとも重要なのは

「価格」であった。インタビューにおいてキーワードとして「甘い」が頻出し、「なめらか

さ」も求められていた。パネリストには赤ワインよりも白ワインが飲まれており、苦味や

渋味は好まれなかった。また小瓶であることや、ボトルデザインも気にかけられていた。

官能評価を行ったところ、甘味はワインの味でもっとも重要な要素で調和と総合評価に寄

与していた。酸味、渋味、苦味は甘味によって軽減され、糖と酸の添加が香味を調和させ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




